
No.31　ウソ（冬鳥）
　頭が黒く頬から喉にかけて紅色をしているのが雄、雌は
灰色の地味な鳥です。太宰府天満宮で行われる木彫りのウ
ソを交換する「鷽替」の神事に登場します。口笛を吹く意
味の「うそぶく」が語源で、「フィー」と鳴く声を頼りに
探します。西条では黒瀬ダムや八堂山で見られます。 撮影：十亀茂樹

人　口　115,509 人 （－89人）

　男　　 55,327 人 （－50人）

　女　　 60,182 人 （－39人）

世　帯　 46,984世帯（＋ 3世帯）

平成20年１月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）
■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）
■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）
■民話テレホン
　0897ー52ー1270（常時）

　早いもので、私が広報さいじょ
うに携わらせていただくようにな
って１年が経過しようとしていま
す。光陰矢のごとしとはこのこと
でしょうか。
　小学生の頃などは、明日でさえ
も遠くに感じていたように思いま
す。遠足の日なんていいますと、
待てど暮らせど当日がこない。そ
ういう感覚で。とかく待ち遠しい。
　きっと明日が楽しみだからなか
なかきてくれないように感じる。
それに比べると年を重ねるごとに
月日の経過を早く感じます。好奇
心をくすぐればきっと、もっと明
日が待ち遠しくなる。
　子どもの頃以来ひさしぶりにで
きた霜焼けをかゆがりながらそん
なことを思いました。　　（い）
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歴史を物語る俊盛筆の
聖帝山来由記  ▲

実報寺の境内に咲く満開の
一樹桜（昨年3月28日撮影）  ▲

普段は見ることのできない
木造地蔵菩薩立像 ▲
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